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要

旨「音
威
子
府
バ
イ
パ
ス
」
は
、
北
海
道
北
部
の
音

威
子
府
村
-
中
川
町
間
に
あ
る
北
海
道
大
学
中
川
研

究
林
を
主
な
対
象
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

バ
イ

パ
ス
事
業
お
よ
び
関
連
す
る
取
り
組
み
の
概
要
と
進

捗
に
つ
い
て
、
ま
た
中
川
研
究
林
に
お
い
て
自
然
環

境
と
バ
イ
パ
ス
計
画
に
対
応
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る

自
然
環
境
調
査
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

こ
れ
ら
の
状

況
を
踏
ま
え
、
筆
者
は
次
の
よ
う
な
複
数
の
視
点
か

ら
バ
イ
パ
ス
計
画
お
よ
び
関
連
す
る
取
り
組
み
に

つ

い
て
考
察
す
る
。
ω
地
元
住
民
と
し
て
の
視
点
、
②

教
育

・
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
の
管
理
者
と
し
て
の
視
点
、

㈹
環
境
保
全

・
自
然
保
護
を
求
め
る
自
然
科
学
者
と

し
て
の
視
点
、
傾
大
規
模
野
外
実
験
を
期
待
す
る
研

究
者
と
し
て
の
視
点
、
㈲
環
境
教
育
者
と
し
て
の
視

点
、
㈲
環
境
計
画
の
研
究
者
と
し
て
の
視
点
。
こ
れ

ら
の
考
察
を
通
し
て
、
公
土
ハ事
業
の
役
割
、
戦
略
的

環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
必
要
性
、
地
域
に
お
け
る
合

意
形
成
過
程
、
意
志
決
定
に
お
け
る
基
礎
資
料
と
基

準
の
記
録
の
重
要
性
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

1
.
は

じ

め

に

北
海
道
北
部
に
お
い
て

コ

般
国
道
四
〇
号
音
威
子
府

バ
イ
パ
ス

(音
威
子
府
村
-
中
川
町
)
」
(以
下
、
音
威
子

府
バ
イ
パ
ス
と
略
す
)
の
事
業
が
進
あ
ら
れ
て
い
る
。
建

設
予
定
地
の
大
部
分

(二
〇
〇
二
年
現
在
)
は
、
北
海
道

大
学
北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
の
中
川
研

究
林

(元
北
海
道
大
学
農
学
部
附
属
演
習
林
中
川
地
方
演

習
林
。
以
下
、
中
川
研
究
林
と
略
す
)
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で

あ
る
。
本
稿

で
は
、
音
威
子
府
バ
イ
パ
ス
事
業
の
概
要
と

中
川
研
究
林
に
お
い
て
取
り
組
ん
で
い
る
自
然
環
境
調
査

(
バ
イ
パ
ス
建
設
を
仮
定
し
た
長
期
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
)

を
紹
介
し
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
筆
者
の
持

つ
複
数
の
視
点

か
ら
考
察
を
加
え
る
。

な
お
、
筆
者
は
二
〇
〇
〇
年
四
月
に
現
職
に
着
任
し
た

者
で
あ
り
、
過
去
の
経
緯
に
つ
い
て
は
各
種
資
料
に
基
づ

い
て
紹
介
す
る
が
、
当
時
の
雰
囲
気
を
知
る
者
で
は
な
い
。

ま
た
、
本
稿
は
、
環
境
計
画
、
景
観
生
態
学
を
志
す
筆
者

の
見
解
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
北
海
道
大
学
な
い
し
中

川
研
究
林
と
し
て
の
公
的
な
判
断
を
示
す
も
の
で
は
な
い

こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

2
.
音
威
子
府
バ
イ
パ
ス
事
業

ω

事
業

の
概
要

音
威
子
府

バ
イ
パ
ス
は
、
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道

(
日
本
道
路
公
団
が
管
理
す
る
高
速
道
路
)
を
代
替
す
る

機
能
を
も

っ
た

一
般
国
道
四
〇
号
の
バ
イ
パ
ス

(高
規
格

道
路
)
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
る
。
事
業
対
象
地
は
、
音

威
子
府
村

(人

口
約

一
、
二
〇
〇
人
)
と
中
川
町

(人
口

約
二
、
四
〇
〇
人
)
を
結
ぶ
延
長
約

一
九
㎞
で
あ
る
。
国

道
四
〇
号
は
、
旭
川
市
を
起
点
と
し
稚
内
市
に
至
る
総
延

長
約
二
五
〇
㎞
の
区
間
に
建
設
さ
れ
、
道
北
地
方
に
お
け

る
産
業

・
経
済
活
動
及
び
日
常
生
活
に
重
要
な
役
割
を
果

た
す
主
要
幹
線
道
路
で
あ
る
。
そ
の
大
部
分
が
天
塩
川
と

並
行
し
、
道
北
内
陸
部
の
多
く
の
自
治
体
市
街
部
を
経
由

す
る
。
音
威
子
府
村
か
ら
中
川
町
ま
で
の
区
間
は
、
急
峻

な
山
地
を
縫
う
よ
う
に
天
塩
川
お
よ
び
国
道
四
〇
号
が
蛇

行
し
、
急
斜
面
の
迫
る
川
岸
を
道
路
が
走
行
し
て
い
る
。

当
地
で
は
、
過
去
に
洪
水

に
よ
る
浸
水
や
雪
崩
が
発
生
し

て
お
り
、
交
通
が
遮
断
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
そ
の
際
に

は
、
道
北

の
中
央
部
を
通
過
す
る
代
替
え
幹
線
道
路
が
な

い
た
め
、
日
本
海
お
よ
び
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
の
国
道
を

代
替
え
道
路
と
す
る
必
要
が
あ
り
、
住
民
生
活
と
輸
送
等
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に
大
き
な
影
響
が
出
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
当
時

の
北
海
道
開
発
庁
北
海

道
開
発
局

(現
国
土
交
通
省
北
海
道
局
ー
北
海
道
開
発
局
)

に
よ

っ
て
音
威
子
府
バ
イ
パ
ス
事
業
が
進
め
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
事
業
の
直
接
効
果
と
し
て
、
道
路

交
通
の
安
全
性
と
確
実
性
の
向
上
に
よ
る
幹
線
道
路
機
能

の
強
化
、
自
動
車
専
用
道
路
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
交
通
事

故
等

に
お
け
る
安
全
性
の
向
上
、
北
海
道
縦
貫
自
動
車
道

と
の
連
結
を
踏
ま
え
た
広
域
交
通
網

の
充
実
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。
間
接
効
果
と
し
て
は
、
市
場
圏
の
拡
大
効
果
、

地
域
産
業
の
振
興
、
観
光
に
対
す
る
効
果
、
地
域
居
住
環

境
の
向
上
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
最
近
の
口
頭

説
明
に
お
い
て
は
、
広
域
医
療
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
や
救
命
救

急
医
療
機
関

へ
の
ア
ク
セ
ス
機
能
の
向
上
も
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。

二
〇
〇
二
年
現
在
の
計
画
路
線
は
、
概
ね
次
の
よ
う
で

図1.中 川研究林と音威子府バイパス計画の位置

グ レー の部分 が中川研究 林.

天 塩川水 系,現 行道路,等 高線(200m)を 示す.

破線は音 威子府 バイパス 計画路線,曲 線は トンネル ロを示す.

出典:北 海 道開発 局 「一般 国道40号 音 威子府バ イパス 環 境影響 評価準 備書の概要

(1999年3月 発行)」 を改 変

表1.着 目すべき動植物種(環 境影響評価準備書概要より抜粋)

陸 上 植 物 ク ロバ ナ ハ ン シ ョウ ヅル、 ミク リ、 キ ンセ イ ラ ン、 サ ル メ ン

ェ ビ ネ、 ヒメ ス ギ ラ ン、 エ ゾ ヒメ ク ラマ ゴケ、 ヒモ カ ズ ラ、

オオ ミ ミナ グサ、 エ ゾ レイ ジ ン ソ ウ、 ア カ ミノ ル イ ヨウ シ ョ

ウマ 、 エ ゾ ス グ リ、 ヤ マ ハ ナ ソ ウ、 イ チ ゲ イ チ ヤ ク ソウ、 イ

ソ ツ ツ ジ、 サ ク ラ ソ ウモ ドキ、 チ シマ セ ンブ リ、 エ ゾ ノ カ ワ

ヂ シ ャ、 マ ル バ キ ン レイ カ

エ ゾォ コ ジ ョ、 エ ゾモ モ ンガ、 エ ゾ ク ロテ ン

オ ジ ロ ワ シ、 オ オ ワ シ、 クマ タカ、 オ オ タ カ、 ハ ヤ ブ サ、 ク

マ ゲ ラ、 マ ガ ン、 ミサ ゴ、 オ シ ドリ、 ハ チ ク マ、 ハ イ タカ、

オオ ジ シギ 、 コ ノハ ズ ク、 カ ワセ ミ、 チ ュ ウ ヒ

哺 乳 類

鳥 類

エ ゾサ ン シ ョウ ウオ

イ トウ、 エ ゾ ト ミヨ、 イ トヨ、 ト ミヨ

ケマ ダ ラカ ミキ リ、 ヒメ ギ フチ ョウ、 オ オ イ チ モ ンジ、 ム カ

シ トン ボ、 オ オ ル リオ サ ム シ、 ア イ ヌ キ ンオ サ ム シ、 エ ゾ カ

ミキ リ

両生類・は虫類

魚 類

昆 虫 類

あ
る

(図
1
)。
国
道
四
〇
号
か
ら
音
威
子
府
村
市
街
地

の
北
側
で
分
岐
し
、
国
道
二
七
五
号
お
よ
び
音
威
子
府
川

を
橋
梁
で
越
え
て
中
川
研
究
林
の
山
体
に
入
る
。
約
二
㎞

の
ト
ン
ネ
ル
に
よ
っ
て
箴
島

(お
さ
し
ま
)
地
区
集
落
に

出

て
、
約
三
㎞
の
区
間
を
畑
地
と
森
林
の
境
界
部
を
走
行

す
る
。
頓
別
坊
川
を
越
え
て
ふ
た
た
び
山
体
に
入
り
約
四

・

五
㎞
の
ト
ン
ネ
ル
で
琴
平
川
上
流
部
に
抜
け
る
。
流
路
に

沿

っ
て
琴
平
川
流
域
を
約
六
㎞
縦
断
し
た
後
に
、
橋
梁

で

天
塩
川
を
越
え
国
道
四
〇
号
に
合
流
す
る
。

こ
の
計
画
路
線
に
沿

っ
て
、
環
境
影
響
評
価
の
手
続
き
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表2.一 般 国道40号 音威子府バイパ ス(音 威子府村～

中川町)に 係る知事意見

○準備書に係る知事意見(Hll.10.7)

1植 物 につ いて、現 状調査 の結果 、予測評価対象種 の

ほか に環境庁公表 の 「植 物版 レッドリス ト」の掲載種

が確認 され ていることか ら、これ らの種に配慮する こ

と。 また、地質 に係 る概況調査の結果、分布が確 認

されて いる蛇紋岩地帯 にお いて は、当該地域の蛇紋岩

植生 を特徴づ けるテ シオ コザ クラ、オゼソウな ど、貴

重な植物 の生育 の可能性が あること、さ らには、当該

地域 は、カツラの自生北限域 と考 え られる ことか ら、

今後 はその ような道内 において隔離 的に分布す る種

や分 布限界 にある種な ど地域の特性 を踏 まえた 注 目

すべ き種(以 下 「地域特 性種」 という。)に ついても

十分配慮す ること。

2計 画路 線近傍 にお いて確認 されて いるイチゲ イチ

ヤクソウについて 、本種は、植物版 レッ ドリス トで 「絶

滅危惧IA類 」に分類 されてお り、生育可能な環境 も

限 られている ことか ら、今後 の路線位置 の選定や工事

の実 施に当たっては、本種 の生育環境 に影響 を与えな

いよう十分 配慮す る とともに、工事 中及び供用後にお

ける生育状況のモニタ リングを行 い、生育環境の保全

に努 める こと。

3計 画路線 は、北海道大学農学部附属演習林 中川地方

演 習林など、自然豊かな地域 を通過する ことか ら、詳

細 設計の段階においては、動物 の移動経路 を確保す る

ことは もとよ り、実行可能な範囲内で、当該地域の分

断を低減 し得る十分な保 全対策 を講ず る こと。

4調 査 対象 区域 内 において営巣 等が確 認 され てい る

オジロ ワシ及びクマタカについて、これ らの種 の繁殖

期にお ける工事騒音 な どによる影響が懸念 される こ

とか ら、準備書 において実施す るとしている調査 を確

実に行 うとともに、その結果 を踏 まえ、専 門家 の意見

を聴 くな どして、具体的な施工方法 を検討す るな ど、

必要に応 じ適切な措置を講ずる こと。

5計 画 路線に近接 した渓流では、当該地域 が分布の北

限域 と考 え られ るムカ シ トンボの幼虫が確 認 されて

いる ことか ら、今後の路線位 置の選定や工事 の実施 に

当たっては、本種の生息環境 に影響 を与えな いよう十

分配慮する とともに、工事 中及び供用後 にお ける生息

状況のモニタ リング を行い、生息環境 の保全 に努め る

こと。

6動 物 と車両 との衝突 事故 を未然 に防止す る とい う

観点か ら、事故の発生時においてそ の原 因解 明を行 い

抜本的な対策 を講ず る必要が あること、 また、将来、

動物 と車両の事 故発 生に係 る予測手法 の確立にっな

がるよ う、今後 とも適切な記録の蓄積に努める こと。

7建 設工事の実施において、残土、伐木等 にっいては、

で きるだ け発生 を抑制す るとともに、資源 として有効

利用 に努め ること。

が
進
あ
ら
れ
て
い
る
。
環
境
影
響
評
価
の
た
あ

の
調
査
は
、

「
環
境
影
響
評
価
の
実
施
要
綱
」
(
一九
八
四
年
閣
議
決
定
)

に
基
づ
い
て

一
九
九
六
年

に
着
手
さ
れ
、

一
九
九
九
年
に

準
備
書
が
北
海
道
知
事
に
提
出
さ
れ
る
と
と
も

に
公
告

・

縦
覧
が
行
わ
れ
た
。
準
備
書

で
は
大
気
汚
染
、
騒
音
は
環

境
保
全
目
標
を
満
た
し
、
水
質
汚
濁
、
地
盤
沈
下
、
振
動
、

地
形

・
地
質
、
景
観

に
つ
い
て
は
、
調
査
や
評
価

の
必
要

が
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
動
植
物
に
つ
い
て
は
表
1
に
示

す
種
が
着
目
す
べ
き
種
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
が
、
そ
の
多

く
に
つ
い
て
影
響
は
小
さ
い
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
北
海
道
知
事
意
見
と
し
て
表
2
に
示
す
七
項

目
が
提
示
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
追
加
調
査

が
行
わ
れ

た
。
同
年
に
環
境
影
響
評
価
法
が
全
面
施
行
さ
れ
て
お
り
、

当
事
業
は
環
境
影
響
評
価
法

へ
の
乗
換
案
件
と
し
て
扱
わ

②

事
業
対
象
地

(北
海
道
大
学
中
川
研
究
林
の
概
要
)

事
業
対
象
地
の
大
部
分
を
占
め
る
中
川
研
究
林
の
概
要

を
述

べ
る
。
中
川
研
究
林
は
、
道
北
地
域
を
北
流
す
る
天

塩
川
中
流
域

の
中
川
町
と
音
威
子
府
村
に
位
置
し
て
い
る

(写
真
1
)。

ペ
ン
ケ
山

(七

一
六

m
)

と
パ
ン
ケ
山
(
六

れ

る

こ
と

に
な

っ
た

。

そ

の
た

あ
、

計

画

路

線

に

お
け

る

主

要

構

造

物

の
位

置

等

を
添

付

し

た
評

価

書

が
求

め

ら

れ

て
お

り

、

現

在

、

そ

の
作

成

段

階

に
あ

る

と
聞

き
及

ん

で

い
る

。

参

照

d
即
ピ

"

報

道

提

供

資

料

(
北
海

道

開

発

局

環

境

審

査

官

室

)

算

ε

"
＼
＼
≦
署
ミ
●げ
乙

●巨

一廿
.σp
。
な

＼
8

営
8
＼
鷲
Φ
。。。。
＼

犀
雪

菖

o
＼
冨

昌
ξ

○
一
一
●げ
§

に
お
け
る
亜
寒
帯
へ
の
移
行
帯

ト
ド
マ
ツ
、

エ
ゾ
マ
ツ
、
ミ
ズ

ど
で
構
成
さ
れ
る
針
広
混
交
林

カ
ツ
ラ
な
ど
温
帯
性
樹
種
の
北

は
堆
積
岩
を
主
と
す
る
が
、
塩

状
に
分
布
し
、
蛇
紋
岩
地
特
有

質
的
に
も
植
生
的

に
も
独
特

の

環
境
が
存
在
し
て

加鄭蹴

覧

∀
一
㎞

件

虫

案

㎞

施

》

実

翫

続

撒

手

㏄

る

k

係

評

に

軌」

価

M

府

評

㎞

子

響

眺

威

影

漉

音

境

㎡

耕

環

W

㎞
コ
わ

薪
照

Φ
磁

参
㎞
海

い
る
。

研

究

林
全

域

が
鳥

獣

保

護

区

に
指

定

さ
れ

て
お

り
、

ヒ
グ

マ
、

エ

ゾ

シ
カ
、

エ
ゾ

ク

ロ

テ

ン
、

エ
ゾ

モ

モ

ン
ガ
な

ど

の
哺

乳

類
、

オ
オ

ワ
シ
、

オ
ジ

ロ
ワ

シ
、

ク

マ
タ

カ
、

ミ

サ
ゴ

な

ど

の
猛
禽

類

、

ク

マ
ゲ

ラ
、

エ
ゾ

ラ
イ

チ

ョ
ウ
な
ど

の
生

息

あ

る

い

は

営

巣

が

確

認

さ
れ

て
い

る
。

ま

た
林

内

の

い
く

つ
か

の

三

一
m
)
を
主
峰
と
し
、
約

一
九
、
○
○
○
㎏
の
森
林
を

管
理
し
て
い
る
。

一
九
〇
二
年
に
札
幌
農
学
校
第
二
基
本

林
と
し
て
発
足
し
て
以
降
、
北
海
道
大
学
農
学
部
附
属
演

習
林
中
川
地
方
演
習
林
と
し
て
、
林
業
経
営
と
森
林
科
学

に
関
す
る
研
究
、
教
育
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。

二
〇
〇

一
年
に
改
組
さ
れ
、
北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科

学
セ
ン
タ
ー
に
統
合
さ
れ
た
。

当
地
は
冷
温
帯
の
北
部
に
お
け
る
亜
寒
帯
へ
の
移
行
帯

に
あ
た
り
、
主
な
植
生
は
ト
ド
マ
ツ
、

エ
ゾ
マ
ツ
、
ミ
ズ

ナ
ラ
、
イ
タ
ヤ
カ

エ
デ
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
針
広
混
交
林

で
あ
る
。
キ
タ
コ
ブ
シ
や
カ
ツ
ラ
な
ど
温
帯
性
樹
種
の
北

限
と
さ
れ
て
い
る
。
地
質
は
堆
積
岩
を
主
と
す
る
が
、
塩

基
性
の
強
い
蛇
紋
岩
が
帯
状
に
分
布
し
、
蛇
紋
岩
地
特
有

の
植
生
も
見
ら
れ
る
。
地
質
的
に
も
植
生
的

に
も
独
特

の
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河
川

に
は
サ
ケ
が
遡
上
し
、
パ
ン
ケ
ナ
イ
川

で
は
ヤ
マ
ベ

の
保
護
水
面
に
指
定
さ
れ
る
と
と
も
に
さ
け
ま
す
ふ
化
場

も
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
点
を
踏

ま
え
て
、
当

地
は
北
海
道
に
お
け
る
す
ぐ
れ
た
自
然
地
域

(北
海
道
環

境
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

一
九
九
四
)
と
し

て
認
め
ら
れ

て
い
る
。

中
川
研
究
林
で
は
、
「北
方
森
林
の
長
期

動
態

の
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
解
明
」
を
大
課
題
と
し
て
様
々
な
調
査

・
研
究

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
箴
島
原
生
保
存
地
区
と
パ
ン
ケ
原

生
保
存
地
区

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
針
広
混
交
林
と
ア
カ

エ
ゾ

マ
ッ
林

(蛇
紋
岩
地
を
含
む
)
が
人
為
的
撹
乱
を
避
け
て

保
存
さ
れ
て
い
る
。
成
長
量
を
考
慮
し
な
が
ら
伐
採
を
行

う
照
査
法
試
験
林
で
は
、
成
長
と
伐
採
に
関
す
る
デ
ー
タ

が
三
〇
年
以
上
の
間
、
継
続
的

に
計
測
さ
れ
、
持
続
的
な

森
林
資
源
利
用
に
関
す
る
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る

(和

ほ
か

一
九
九
八
)。
伐
開

に
よ

っ
て
孤
立
化

さ
せ
た
林
分

を
創
出
し
た
孤
立
林
試
験
地

で
は
、
そ
の
森
林
の
動
態
と

回
復
過
程
を
調
査
し
て
い
る

(奥
田

・
日
浦

一
九
九
七
)。

こ
の
試
験
地
は
、
日
本
に
お
け
る
数
少
な
い
フ
ラ
グ
メ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
、
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
研
究
サ
イ

ト
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

こ
れ
ら
を
含
め
て
六
〇
ヵ
所
以

上
の
長
期
観
察
林
と
三
〇
〇
を
越
え
る
人
工
造
林
地
お
よ

び
天
然
更
新
地
に
お
い
て
、
樹
木
の
成
長
な
ど
森
林
動
態

に
関
す
る
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
デ
ー

タ
を
利
用
し
、
主
要
構
成
木
の
成
長
特
性
な
ど
北
方
林

に

お
け
る
森
林
動
態
の

一
部
が
明
ら
か
に
な

っ
て
き
て
い
る

(
日
浦
ほ
か

一
九
九
八
)。

ゆ

事
業
に
関
す
る
経
緯
-
中
川
研
究
林
の
対
応
を
中
心

と
し
て

音
威
子
府
バ
イ
パ
ス
事
業

に
関
す
る
計
画

が
、
北
海
道

開
発
局
か
ら
中
川
研
究
林

(当
時
の
中
川
地
方
演
習
林
)

に
提
示
さ
れ
た
の
は

一
九
八
八
年
に
遡
る
。
こ
の
当
時
、

中
川
研
究
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
が
事
業
計
画
地
と
さ
れ
た
こ

と
に
対
し
て

「森
林
科
学
の
研
究

・
教
育
機
関
で
あ
る
演

習
林
と
高
規
格
道
路
と
は
馴
染
ま
な
い
」
と
い
う
姿
勢
を

と
り
、
事
業
計
画
に
対
す
る
協
議
に
応
じ
る
条
件
と
し
て

「研
究
林
の
フ
ィ
!
ル
ド
を
通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

理
由
を
示
す
こ
と
」
「
道
路
建
設
が
地
域
振
興

に
ど
の
よ

う
に
貢
献
す
る
か
を
示
す

こ
と
」
を
掲
げ
た
こ
と
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。
当
初
の
二
年
間
に
数
回
に
わ
た
る
協
議
を

行
い
、

一
九
九
〇
年
に
は
計
画
路
線
の
選
定
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
過
程
で
は
、
研
究
林
を
通
過
す
る
ル
ー
ト
、
国
有
林

を
通
過
す
る
ル
ー
ト
、
音
威
子
府
村
市
街
部
を
通
過
し
な

い
ル
ー
ト
、
中
川
町
市
街
部
を
通
過
し
な
い
ル
ー
ト
な
ど

を
含
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ト
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

当
初
は
陸
上
走
行
を
主
と
し
て
い
た
計
画
が
、
環
境

へ
の

配
慮
か
ら
山
地
部
で
ト
ン
ネ
ル
構
造
が
採
用
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
と
聞
く
。
最
終
的
に
、
地
形
、
地
質
条
件
を
勘

案
し
た
安
全
性
、
時
間
距
離
の
短
縮
の
点
か
ら
演
習
林
通

過
ル
ー
ト
が
有
力
視
さ
れ
た
。
そ
し

て
、
「
音
威
子
府

バ

イ
パ
ス
」
は

一
九
九
三
年
に
事
業
化
さ
れ
た
。
協
議
を
進

め
る
な
か
で
、

一
九
九
〇
年
か
ら

一
九
九
五
年
の
間
、
数

度

に
わ
た
り
、
地
元
お
よ
び
周
辺
自
治
体
か
ら
の
事
業
受

入
に
対
す
る
要
望
書
や
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
中

に
は
、
地
元
住
民
の
過
半
数
を
超
え
る
要
求
署
名
も
含
ま

れ
て
い
た
。

一
九
九
五
年

に
は
、
音
威
子
府
村
と
中
川
町

の
地
元
自
治
体
と
研
究
林
と
の
連
絡
調
整
を
は
か
る
協
議

会
が
発
足
す
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
話
し
合
い
を
重
ね
、

一
九

九
六
年
に
研
究
林
、
音
威
子
府
村
、
中
川
町
、
北
海
道
開

発
局
の
四
者
に
よ
る

「自
然
と
共
存
す
る
地
域
づ
く
り
に

関
す
る
調
査

・
研
究
推
進
委
員
会
」
が
発
足
す
る
。
同
年
、

北
海
道
大
学
総
長
名

に
よ

っ
て
、
路
線
選
定

に
係
る
研
究

林
内
で
の
予
備
調
査

の
実
施
を
了
承
す
る
旨

の
回
答
が
行

写真1.中 川研究林付近の天塩川と森林

わ
れ
、
環
境
影
響
評
価

に
関
す
る
調
査
が
開
始
さ
れ
た
。

北
海
道
大
学
は
、
環
境
影
響
評
価
の
調
査
結
果
や
地
元

と
の
協
議
会
な
ど
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
総
合
的
に
判
断

し
、
バ
イ
パ
ス
建
設

へ
の
対
応
を
行

っ
て
い
く
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。

働

事
業
に
伴
う
取
り
組
み

音
威
子
府
バ
イ
パ
ス
に
伴
う
特
徴
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、
「
自
然
と
共
存
す
る
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
調
査

・

研
究
推
進
委
員
会

(通
称
、
地
域
づ
く
り
委
員
会
)
」
が
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挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
委
員
会
は
、
「
バ
イ
パ

ス
建
設
に
伴

う
自
然
環
境

へ
の
影
響
を

で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
方
策

を
考
え
る
こ
と
」
、
「
バ
イ
パ
ス
建
設
を
地
域
経
済
の
発
展

に
生
か
す
手
法
を
探
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
、
音
威
子
府

村
、
中
川
町
、
北
大
演
習
林
、
旭
川
開
発
建
設
部
の
四
者

が

一
体
と
な

っ
て
設
立
し
た
調
査
研
究
機
関

で
あ
る
。
委

員
会
は
、
幹
事
会
を
中
心
と
し
て
、
自
然
環
境

ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
、
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
キ

ン
グ
グ

ル
ー
プ
な
ど

に
分
科
し
て
、
自
然
環
境
の
保
全
や
地
域
振
興
に
関
し
て

勉
強
会
や
現
地
視
察
を
通
し
て
、
様
々
な
意
見
交
換
を
行

い
、
そ
の
成
果
を
事
業
に
活
か
そ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

「住
民
参
加
の
道
づ
く
り
」
を
目
指
し
た

「
P
I

(
パ
ブ

リ

ッ
ク

.
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト
)
活
動
」
で
あ
る
と
言
え

る
。

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
例
え
ば
、
当
バ
イ
パ

ス
を

エ
コ
ロ
ー
ド
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
、
貴
重
種
に

対
す
る
ミ
テ
ィ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
措
置
を
行
う
こ
と
、
動
物

の

移
動
経
路
を
確
保
す
る
こ
と
、
表
土
復
元
な
ど
に
よ

っ
て

自
生
種
に
よ
る
緑
化
を
進
め
る
こ
と
、
地
元
か
ら
の
苗
木

供
給

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
の
検
討

が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
委
員
会
と
各
グ
ル
ー
プ
に

よ

っ
て
協
議
さ
れ
た
結
果
は
、
報
告
会
や

「
委
員
会
活
動

だ
よ
り
」
な
ど
を
通
じ
て
、
住
民

へ
情
報
開
示
さ
れ
、
住

民
の
声
も
積
極
的
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
努
力
す
る
こ
と

に
な

っ
て
い
る
。

参
照
q
即
い
"

上
川
北
部
道
路
整
備
事
業
音
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子
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イ

パ
ス

算
8
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≦
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3
.
中
川
研
究
林
に
お
け
る
自
然
環
境
調
査

音
威
子
府

バ
イ
パ
ス
の
建
設
が
実
現
す
れ
ば
、
周
辺
の

自
然
環
境

へ
の
影
響
が
予
想
さ
れ
る
。
中
川
研
究
林
で
は
、

道
路
建
設
が
自
然
環
境
に
与
え
る
影
響
を
長
期
的
に
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
す
る
目
的
で

「中
川
研
究
林
に
お
け
る
自
然
環

境
調
査

(以
下
、
自
然
環
境
調
査
)
」
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
音
威
子
府
バ
イ
パ
ス
の
工
事
前
、
工
事
中
、
工
事
完

成
後
の
三
段
階
に
分
け
て
調
査
を
行
い
、
最
終
的

に
は
三

段
階
そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ー
タ
を
対
比
し
て
総
合
的
な
結
論
を

得
る
計
画
と
さ
れ
て
い
る
。
工
事
前
に
は
、
現
況

の
自
然

環
境

(気
象
、
植
物
、
動
物
、
昆
虫
、
魚
類
、
菌
類
な
ど
)

を
出
来
る
限
り
把
握
し
、
初
期
値
と
し
て
の
情
報
を
収
集

す
る
。
工
事
中
は
、
裸
地
形
成
や
工
作
物
の
作
設
に
と
も

な
う
自
然
環
境

へ
の
影
響
を
調
査
す
る
。
完
成
後
に
は
、

法
面
や
工
作
物
、
通
行
車
両
に
よ
る
自
然
環
境

へ
の
影
響

を
調
査
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る

(金
子
ほ
か

一
九
九

九
)
。
第

一
段
階
と
し
て
、
工
事
前

の
状
態

に
お
け
る
調

査
が
、
北
海
道
開
発
局
の
協
力
の
も
と
に

一
九
九
七
年
九

月
よ
り
開
始
さ
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
、
学
内
外
の
研
究

者
の
協
力
を
得
て
、
様
々
な
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

原
状
か
ら
バ
イ
パ
ス
建
設
後
ま
で
の
長
期
的
な
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
意
図
し
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
調
査

の
特
長
だ
と

言
え
る
。
こ
こ
で
い
う
長
期
と
は
、
環
境
影
響
評
価
後
に
、

測
量
、
設
計
、
用
地
買
収
、
工
事
の
期
間
を
考
え
る
と
、

二
〇
⊥

二
〇
年
と
い
う
期
間
に
な
る
。

自
然
環
境
調
査
に
お
い
て

一
九
九
七
年
か
ら
二
〇
〇
〇

年
に
実
行
さ
れ
た
課
題
の
概
略
を
表
3
に
示
す
。
そ
の

一

部

の
課
題
に

つ
い
て
以
下
に
紹
介
す
る
。
過
去
の
報
告
書

(北
海
道
大
学
農
学
部
附
属
演
習
林

中
川
地
方
演
習
林

一

九
九
八
、

一
九
九
九
、
二
〇
〇
〇
)
を
参
考
に
し
て
、
筆

者
が
抜
粋
、
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。

ω

固
定
プ

ロ
ッ
ト
総
合
調
査

代
表
者

"
中
川
研
究
林
長
[野
田
真
人
]
(中
川
研
究
林
)

自
然
環
境
は
、
対
象
と
す
る
動
植
物
の
生
態
お
よ
び
そ

れ
ら
の
環
境
条
件
が
、
多
様
か
つ
複
雑
に
関
係
し
て
成
立

し
て
い
る
。
ま
た
生
物
だ
け
で
な
く
環
境
条
件
に
お
い
て

も
季
節
的
、
年
次
的
変
動
が
あ
り
、
長
期
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
行

っ
て
い
く
た
あ
に
は
そ
れ
ら
の
変
動
も
捉
え
て
お
く

必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
長
期
的
に
対
象
物
の
動
態
や
生

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

一
九
九
八
年

よ
り
固
定
プ

ロ
ッ
ト
を
設
定
し
た
。
固
定
プ

ロ
ッ
ト
は
、

計
画
路
線
に
当
た
る
中
川
町
琴
平
地
区
に
あ
り
、
天
塩
川

支
流
の
琴
平
川
右
岸

の
沢
筋
か
ら
尾
根
筋
に
か
け
て
の
標

高
約

一
〇
〇
⊥

二
〇
〇

m
の
範
囲
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

調
査
の
効
率
的
な
実
施

の
た
め
に
、
尾
根
か
ら
河
畔
ま
で

の
約
五
〇
〇

m
の
調
査
用
歩
道
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
長

期
間
の
調
査
を
考
慮
し
て
、
現
地
に
勤
務
す
る
中
川
研
究

林
ス
タ

ッ
フ
を
中
心
と
し
た
以
下
の
よ
う
な
課
題
を
進
あ

る
と
と
も
に
、
他
の
課
題
に

つ
い
て
も
固
定
プ
ロ
ッ
ト
周

辺
で
実
施
し
て
も
ら
う
よ
う
呼
び
か
け
、
複
数
の
調
査
課

題
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
将
来
的
に
は
、
こ
れ
ら
複
数
の

課
題
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
連
携
を
図
る
な
ど
し
て
総
合

的
な
考
察
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
固
定

プ
ロ
ッ
ト
総
合
調
査
は
、
自
然
環
境
調
査
に
お
け
る
中
心

的
な
課
題
の

一
つ
で
あ
る
。

①
植
物
調
査

代
表
者

"
山
ノ
内

誠

(中
川
研
究
林
)

協
力
者

"
浪
花
愛
子

・
金
子

潔

・
川
本
文
明

・
森
永
育

男

(中
川
研
究
林
)

道
路
建
設
に
伴
う
森
林
伐
採
と
排
気
ガ
ス
等
大
気
汚
染

に
よ
る
周
辺
の
森
林
お
よ
び
林
床
植
生
へ
の
影
響
を
、
伐

採
前
か
ら
伐
採
後
に
か
け
て
追
跡
調
査
す
る
計
画
で
あ
る
。

上
述
の
調
査
用
歩
道
沿
い
に
、
尾
根
か
ら
河
畔
に
か
け
て

六

つ
の
プ
ロ
ッ
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
非
積
雪
期
間
は
、

そ
こ
に
生
育
す
る
林
床
植
物
の
種
数
と
個
体
数
を
二
週
間

ご
と
に
記
録
し
、
植
物
群
集
の
フ
ェ
ノ
ロ
ジ
ー
調
査
を
行

っ
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表3.「 中川研究林における自然環境調査」課題の概略(1997-2000年)

固定プロット総合調査

森林を分断化した場合の森林植物相の変化
山ノ内 誠 ・金子 潔 ・川本文明 ・森永育男(北 大 ・フ仁ルド科学セ)

道北の針広混交林における天然更新に及ぼすササの影響

車 柱榮,守 田英明 ・金子 潔(北 大 ・フィールド科学セ)
動物に関する調査課題
ヒグマの生態調査/秋 季における食性と利用地の年次変化

佐藤友香(北 海道大学ヒグマ研究グループ ・学生)
中川研究林における中型哺乳類の生息状況

平川浩文(森 林総合研究所北海道支所)

琴平川流域における哺乳類の利用場所特性

岡部佳容(北 大院 ・地環研 ・学生)・ 池上佳志(北 大 ・フ仁ルド科学セ)

中川研究林におけるコウモリ類調査

前田喜四雄(奈 良教育大 ・自然環境教育セ),佐 藤雅彦(利 尻町立博物館),

丸山健一郎(奈 良教育大 ・自然環境教育セ ・協力研究員),
赤澤 泰(野 生動物救護獣医師協会),河 合久仁子(東 京工業大学)

中川研究林におけるネズミ個体群の遺伝的空間構造
大西尚樹(北 大院 ・農 ・学生)

希少猛禽類生態調査

奥田篤志,斉 藤 満(北 大 ・フィールド科学セ),白 木彩子(学 振特別研究員)

道路建設予定地周辺の鳥類相調査

杉山 弘 ・斉藤 満(北 大 ・フィールド科学セ)

淡水魚類相の特徴/道 路作設にともなう渓流の魚類と昆虫の変化とその予測

前川光司 ・守田英明 ・杉山 弘 ・浪花愛子 ・金子 潔 ・

鈴木健一(北 大 ・フィールド科学セ)
地表性甲虫群集を利用した断片化 した自然林の評価

堀 繁久(北 海道開拓記念館),金 子 潔(北 大 ・フィールド科学セ)

中川研究林のガ類相

原 拓史(京 大 ・生態研セ ・学生)

て
い
る
。
同
時
に
、
道
路
建
設
が
周
辺
環
境

に
与
え
る
影

響
を
明
ら
か
に
す
る
為
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
温
湿
度
及

び
土
壌
水
分
に
つ
い
て
の
測
定
を
行

っ
て
い
る
。
調
査
用

歩
道
に
沿

っ
て
温
湿
度
測
定
地
点

(
四
カ
所
)
、
土
壌
水

分
測
定
地
点

(
四
ヵ
所
)
が
あ
り
、
非
積
雪
期

に
お
け
る

デ
ー
タ
が
自
動
記
録
さ
れ
る
。
観
測
結
果
は
、

調
査
地
の

環
境
お
よ
び
そ
の
変
化
を
示
す
基
礎
資
料
と
な
る
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
物
理
環
境
の
デ
ー
タ
は
、
他
の
研
究
課
題
に

も
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

②
天
然
更
新
に
及
ぼ
す
サ
サ
の
影
響

代
表
者

"
車

柱
榮

(和
歌
山
研
究
林
)

協
力
者

"
守
田
英
明

・
金
子

潔

(中
川
研
究
林
)

固
定
プ

ロ
ッ
ト
で
は
、
人
為
的
に
サ
サ
を
除
去
し
た
実

験
区
を
造
成
し
、
サ
サ
が
樹
木
の
更
新
に
与
え
る
影
響
の

植物に関する調査課題

風衝地における樹木の生長
浪花(鳥 井)愛 子 ・奥田篤志 ・山ノ内 誠 ・守田英明 ・

野田真人(北 大 ・フィールド科学セ)

切土法面に生 じる枯損木の成長の解析

野田真人 ・浪花愛子(北 大 ・フ仁ルド科学セ),国 廣靖志(北 大 ・農 ・学生)

北海道北部のヨーロッパ トウヒ林に発生するリター分解菌の種組成,空 間分布
薄井 孝(北 大院 ・農 ・学生),車 柱榮(北 大 ・フ仁ルド科学セ),

渋谷正人 ・高橋邦秀(北 大院 ・農)

樹木の傷害応答:2次 代謝物の異常応答

小島康夫(北 大院 ・農)

林相図の作成(2000年 度報告)

板垣恒夫 ・池上佳志(北 大 ・フ仁ルド科学セ)
道路凍結防止剤の動植物への影響

春木雅寛(北 大院 ・地環研)

気象に関する調査

気象観測システムの整備に関する現状報告

守田英明 ・池上佳志 ・浪花愛子 ・野田真人(北 大 ・フ仁ルド科学セ)

河川水モニタリング調査
杉山 弘 ・渡邊 緑(北 大 ・フ仁ルド科学セ)

地形 ・地理に関する調査

蛇紋岩地帯における地すべ り堆積物の分布域推定と動態観測

笹 賀一郎 ・山ノ内 誠 ・有働裕幸(北 大 ・フ仁ルド科学セ)
アユマナイ川 ・サッコタン川における土砂移動の形態と長期観察

笹 賀一郎 ・北條 元 ・金子 潔(北 大 ・フ仁ルド科学セ),

八木美穂子(北 大院 ・農 ・学生)

道路建設予定地周辺における生態系管理に関する研究
一中川研究林における地理情報の収集とGIS研究環境の整備一

池上佳志(北 大 ・フィールド科学セブ・

②

希
少
猛
禽
類
生
態
調
査

代
表
者

"
奥
田
篤
志

(苫
小
牧
研
究
林
)

協
力
者

"
斉
藤

満

(中
川
研
究
林
)、

白
木
彩
子

(科

学
技
術
振
興
事
業
団

・
科
学
技
術
特
別
研
究
員
)

オ
ジ
ロ
ワ
シ
は
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

環
境
省
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
は
絶
滅
危
惧
I
B
類
に
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
中
川
研
究
林
内
で
の
オ
ジ

ロ
ワ
シ
の
営
巣

は
、

一
九
九
二
年
に
確
認
さ
れ
て
い
た
。
道
路
建
設
計
画

調
査
も
行

っ
て
い
る
。
人
為
的
な
地
表
処
理
に
よ
る
森
林

環
境
の
変
化
を
想
定
し
、

サ
サ
除
去
区
と
対
照
区
を
設
定

し
て
い
る
。
調
査
は
、
除
去
区
に
お
け
る
植
生
回
復
、
除

去
区
で
の
植
裁
苗
お
よ
び
実
生
の
生
存
、
ネ
ズ
ミ
に
よ
る

種
子
被
害
、
菌
類
調
査
な
ど
で
あ
る
。

⑧

中
川
研
究
林
の
蛾
類
相

代
表
者

"
原

拓
史

(京
都
大
学
生
態
学

研
究

セ
ン
タ
ー
学
生
)

道
路
建
設
が
、
中
川
研
究
林
及
び
そ
の

周
辺
に
与
え
る
影
響
を
把
握
す
る
た
め
に

は
、
中
川
研
究
林
周
辺
に
生
息
す
る
種
の

リ
ス
添

(イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
調
査
)
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
特

に
蛾
類
は
、
幼
虫
期
に
は

一
次
生
産
者

で

あ
る
植
物
の
葉
食
者
で
あ
る
と
同
時
に
、

昆
虫
、
鳥
類
な
ど
高
次
の
捕
食
者

の
餌
と

な
る
。
こ
の
よ
う
な
森
林
食
物
網
の
中
間

に
存
在
す
る
蛾
類
は
、
生
態
系
の
変
化
に

巣
地

へ
の
影
響
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら

り
オ
ジ

ロ
ワ
シ
生
態
調
査
が
開
始
さ
れ
た
。

環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
は
別
に
、
個
体
群

基
礎
情
報
の
収
集
を
目
的
と
し
て
い
る
。

オ
ジ

ロ
ワ
シ
の
営
巣
木
を
中
心
に
、
営
巣

る
実
態
調
査
を
行

っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

っ

件
、
育
雛
期
間
に
お
け
る
発
育
段
階
、
採

ら
か
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
中
川
研
究
林

ワ
シ
生
態
に
関
す
る
専
門
家
が
お
ら
ず
、

を
求
め
な
が
ら
着
実
に
デ
ー
タ
を
蓄
積
し

ま
で
の
成
果
と
し
て
、
営
巣
、
繁
殖
の
成

立
ち
に
関
す
る
時
期
的
な
情
報
、
餌
資
源

得
ら
れ
て
い
る
。
観
測
方
法
の
技
術
習
得

挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
同
様
の
調
査
が

ク
マ
タ
カ
を
対
象
と
し
て
営
巣
木
の
周
辺

で
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
他
の
猛
禽

類
に
つ
い
て
も
生
息
情
報
が
収
集
さ
れ
て

い
る
。

が
具
体
化
し
営
巣
地

へ
の
影
響
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら

一
九
九
六
年
よ
り
オ
ジ

ロ
ワ
シ
生
態
調
査
が
開
始
さ
れ
た
。

こ
の
調
査
で
は
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
は
別
に
、
個
体
群

維
持
の
た
あ
の
基
礎
情
報
の
収
集
を
目
的
と
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
オ
ジ

ロ
ワ
シ
の
営
巣
木
を
中
心
に
、
営
巣

や
育
雛
に
関
す
る
実
態
調
査
を
行

っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

っ

て
、
営
巣
地
条
件
、
育
雛
期
間
に
お
け
る
発
育
段
階
、
採

餌
内
容
等
が
明
ら
か
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
中
川
研
究
林

で
は
、
オ
ジ

ロ
ワ
シ
生
態
に
関
す
る
専
門
家
が
お
ら
ず
、

専
門
家
に
意
見
を
求
め
な
が
ら
着
実
に
デ
ー
タ
を
蓄
積
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
し
て
、
営
巣
、
繁
殖
の
成

否
、
育
雛
、
巣
立
ち
に
関
す
る
時
期
的
な
情
報
、
餌
資
源

の
情
報
な
ど
が
得
ら
れ
て
い
る
。
観
測
方
法
の
技
術
習
得

も
成
果
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
同
様
の
調
査
が

ク
マ
タ
カ
を
対
象
と
し
て
営
巣
木
の
周
辺
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敏
感
に
応
答
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
蛾
類

の
季
節
的
消
長

や
生
活
史

の
解
明
と
い
っ
た
情
報
を
蓄
積
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
バ
イ
パ
ス
に
よ
る
森
林
生
態
系

へ
の
影
響
を
捉
え
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

一
九
九
八
年
か
ら
ラ
イ
ト
ト

ラ

ッ
プ
に
よ
る
蛾
類
相
の
調
査
が
行
わ
れ
、
現
在
ま
で
に

五

一
五
種
以
上
が
記
録
さ
れ
た
。
種
構
成
や
他
地
域
と
の

比
較
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
。

鋤

地
表
性
昆
虫
群
集
を
利
用
し
た
断
片
化
し
た
自
然
林

の
評
価

代
表
者

"
堀

繁
久

(北
海
道
開
拓
記
念
館
)

協
力
者

"
金
子

潔

(中
川
研
究
林
)

地
表
性
歩
行
虫
類
、
特
に
ゴ
ミ
ム
シ
や
オ
サ
ム
シ
の
仲

間
は
後

バ
ネ
が
退
化
し
て
飛
べ
な
い
種
が
多
く
確
認
さ
れ

て
い
る
。
ゴ
ミ
ム
シ
や
オ
サ
ム
シ
は
生
態
系
の
中
で
は
、

中
間
捕
食
者
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
環
境

を
評
価
す
る
た
め
の
重
要
な
指
標
生
物
と
な
る
。
本
課
題

で
は
、

こ
の
環
境
指
標
生
物
を
使

っ
て

「健
全

な
森
林
生

態
系
の
維
持
」
と

「
森
林
の
断
片
化
の
影
響
評
価
」
を
行

う
た
め
に
、
基
礎
デ
ー
タ
の
集
積
と
道
路
建
設

が
森
林
生

物
群
集
に
与
え
る
影
響
を
長
期
的
に
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
地
表
性
歩
行
虫
類
を
捕
獲
す

る
た
め
、
夏
期
に
ピ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ル
ト
ラ

ッ
プ
を
設
置
し

サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
行

っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
成
果
で
は
、

都
市
周
辺
の
孤
立
化
し
た
林
と
比
較
す
る
と
種
多
様
度
は

低
い
が
、
す
べ
て
森
林
性
の
種
で
構
成
さ
れ
る
地
表
性
甲

虫
群
集
が
存
在
し
、
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な

っ
た
。
今
後
、
環
境
の
改
変
な
ど
に
よ
る
群
集
構
造

へ

の
影
響
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

㈲

風
衝
地
に
お
け
る
樹
木
の
成
長

代
表
者

日
浪
花
愛
子

(中
川
研
究
林
)

協
力
者

"
野
田
真
人

・
守
田
英
明

・
山
ノ
内

誠

(中
川

研
究
林
)、
奥
田
篤
志

(苫
小
牧
研
究
林
)

近
年
、
人
間
活
動
に
よ
る
自
然

へ
の
影
響
に
関
心
が
高

ま
り
つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
調
査
事
例
が
少
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。
本
課
題
は
、
過
去

の
伐
採

に
よ
っ
て
草
地

化
さ
れ
た
無
立
木
地
が
出
現
し
、
風
衝
地
と
な

っ
た
森
林

に
お
い
て
、
年
輪
幅
の
変
動
を
用
い
て
森
林
の
年
代
的
な

変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
個
体
の
成

長
量
の
時
系
列
変
化
の
情
報
を
得
る
た
め
、
ト
ド
マ
ッ
供

試
木
よ
り
成
長
錘
に
よ
っ
て
コ
ア
サ
ン
プ
ル
の
採
集
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
個
体

で
、

一
定
の
年
代

に
成
長
の
減
衰
が
見
ら
れ
、

こ
れ
は
草
地
転
用
を
目
的
に

皆
伐
し
た
年
代
と

一
致
す
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
今
後
は

さ
ら
に
詳
し
く
年
輪
幅
変
動
と
無
立
木
地

の
出
現
と
の
関

係
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

㈲

道
路
凍
結
防
止
剤
の
植
物

へ
の
影
響

代
表
者

"
春
木
雅
寛

(北
海
道
大
学
大
学
院
地
球
環
境
科

学
研
究
科
)

北
海
道
で
は
、
冬
期
間
寒
冷
と
な
り
冠
雪
す
る
た
め
路

面
の
凍
結
防
止
の
上

で
対
策
が
不
可
欠
で
あ
る
。
現
在
各

種
の
凍
結
防
止
剤
が
出
回

っ
て
い
る
が
、
植
物
や
土
壌
動

物
等
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
に
つ
い
て
の

報
告
は
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
本
課
題
で
は
、
植
物

の
枝
葉
に
直
接
散
布
し
被
害
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

主
要
な
凍
結
防
止
剤
の
中
か
ら
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
、
塩
化

ナ
ト
リ
ウ
ム
、
輸
入
物
の
酢
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

・
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
混
合
物
、
お
よ
び
国
産
の
酢
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

・
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
混
合
物

の
四
薬
剤
種
を
用
い
て
、
植
物

へ
の
薬

剤
散
布
実
験
を
行

っ
た
。
そ
の
結
果
か
ら
、
四
種
の
薬
剤

の
中
で
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
の
影
響
が
相
対
的
に
も

っ
と
も

小
さ
い
の
に
対
し
、
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
影
響
が
大
き
い

と
考
え
ら
れ
た
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
被
害
の
主
体
と
報
告
さ

れ
た
論
文
も
あ
り
、
散
布
や
混
入
に
は
注
意
が
必
要
だ
と

言
え
る
。
散
布
に
よ
る
生
物

の
影
響
に
つ
い
て
、
今
後
詳

し
い
調
査
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

ω

地
理
情
報
を
用
い
た
生
態
系
管
理
に
関
す
る
研
究

代
表
者

"
池
上
佳
志

(中
川
研
究
林
)

大
規
模
な
環
境
改
変
を
行
う
際
に
は
、
そ
の
行
為
を
実

施
す
る
前
に
、
現
状
を
把
握
、
評
価
す
る
と
と
も
に
、
環

境
改
変
の
影
響
を
予
測
し
、
そ
の
影
響
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
開
発
地
だ
け
で
な
く
、

そ
の
周
辺
地
域
も
含
め
た
広
域
の
中
で
の
、
対
象
地
の
自

然
的
、
社
会
的
位
置
づ
け
を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
希
少
性
や
特
殊
性
な
ど
か
ら
特
定
の
生
物
種
に
注
目

す
る
だ
け
で
な
く
、
生
息
地
環
境
お
よ
び
他
の
生
物
種
と

の
相
互
作
用
な
ど
生
態
系
の
評
価
も
必
要
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
視
点
か
ら
、
広
域
に
お
け
る
生
物
や
地
理
的
情
報

な
ど
を
蓄
積
し
、
地
理
情
報
か
ら
当
地
の
特
徴
や
位
置
づ

け
を
明
ら
か
に
し
た
り
、
ま
た
他
の
調
査
課
題
に
お
け
る

成
果
を
地
理
情
報
と
し
て
共
有
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
よ
り
G
I
S

(地
理
情
報
シ
ス

テ
ム
)
環
境

の
整
備
と
地
理
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築

を
開
始
し
た
。
G
I
S
に
よ
る
解
析
環
境
整
備
お
よ
び
デ
ー

タ
作
成

の
た
め
に
は
、
多
大
な
費
用
と
労
力
が
必
要
で
あ

る
た
め
、
当
自
然
環
境
調
査
の
資
金
だ
け
で
な
く
、
他
の

科
学
研
究
費
助
成
な
ど
も
受
け
な
が
ら
進
め
て
き
た
。
二

〇
〇
二
年
現
在
、
解
析
用

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
、
G
I
S
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
、
リ
モ
セ
ン
等
画
像
処
理
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
が
整

備
さ
れ
、
地
形
図
、
地
質
図
、
植
生
図
、
空
中
写
真
な
ど

の
地
理
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
構
築
さ
れ
た
。
今
後
は
、

こ
れ
ら
の
地
理
情
報
を
も
と
に
、
広
域
に
お
け
る
対
象
地

域

の
位
置
づ
け
、
植
生
タ
イ
プ
ご
と
の
立
地
環
境
特
性
、
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対
象
地
の
流
域
環
境
特
性
、
崩
壊
地
の
分
布
と

そ
の
立
地

特
性
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
フ
ィ
ー

ル
ド
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
物
分
布
情
報
と
地
理
情
報
を
リ

ン
ク
さ
せ
、
生
息
地
の
分
析
な
ど
を
行
う
予
定

で
あ
る
。

十
分
な
情
報
が
得
ら
れ
れ
ば
、
動
植
物
の
潜
在
的
な
生
息

地
を
推
定
し
た
り
、
種
々
の
森
林
機
能
の
評
価
図
を
作
成

す
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
情
報
が
あ
れ
ば
、

開
発
計
画
地

の
選
定
や
検
証
、
環
境
保
全
対
策

の
検
討
の

た
め
の
有
効
な
資
料
を
提
示
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

㈲

自
動
撮
影
カ
メ
ラ
を
用
い
た
琴
平
川
流
域

に
お
け
る

大
型
中
型
哺
乳
類
の
生
息
地
特
性

代
表
者

"
岡
部
佳
容

(北
海
道
大
学
大
学
院
地
球
環
境
科

学
研
究
科
学
生
)

協
力
者

一
池
上
佳
志

(中
川
研
究
林
)

道
路
開
発
は
、
自
然
環
境
を
大
き
く
改
変
し
、
そ
こ
に

生
息
す
る
哺
乳
類

の
生
息
地
の
消
失
や
移
動

ル
ー
ト
の
分

断
な
ど
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
そ
う
し
た
影
響
を
最
小

限
に
と
ど
め
る
た
あ
に
は
、
施
工
前
に
環
境

へ
の
影
響
を

予
測

・
評
価
し
、
対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
本

課
題
は
、
音
威
子
府
バ
イ
パ
ス
が
計
画
さ
れ

て
い
る
琴
平

川
流
域
を
対
象
と
し
て
、
複
数
の
哺
乳
類
の
生

息
状
況
か

ら

ハ
ビ
タ
ッ
ト

・
モ
デ
ル
を
作
成
し
、
そ
れ
を
基

に
、
流

域
全
体
の
潜
在
的
生
息
地
を
推
定
す
る
と
と
も

に
、
哺
乳

類
の
生
息
地
と
し
て
の
流
域
の
評
価
を
行
な
う

こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
ま
ず
、
広
域
を
効
率
的

に
調
査
す
る
た

あ
に
、
流
域
全
体
を
野
生
動
物
の
生
態
に
影
響

す
る
地
形

と
植
生
の
状
況
に
よ

っ
て
環
境
区
分
し
た
。
環
境
タ
イ
プ

ご
と
に
自
動
撮
影
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
動
物

の
出
現
状
況

を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
ヒ
グ

マ
、

エ
ゾ

シ
カ
、

エ
ゾ

ク
ロ
テ
ン
、
キ
タ
キ
ツ
ネ
、
タ
ヌ
キ
、

エ
ゾ
ユ
キ
ウ
サ
ギ
、

リ
ス
類
、

コ
ウ
モ
リ
類
の
八
種
が
確
認
さ
れ
、

環
境
タ
イ

プ
ご
と
の
出
現
種
の
多
様
性
や
、
出
現
種
の
環
境
利
用
特

性
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
例
え
ば
、

エ
ゾ
シ
カ
は
す
べ
て

の
環
境
タ
イ
プ
に
出
現
し
た
が
、
支
谷
の
谷
底
部
の
幅
が

個
々
の
地
点

で
の
出
現
頻
度
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か

っ
た
。

一
方
、

ユ
キ
ウ
サ
ギ
は
、
山
地
斜
面
、
無
植
生

河
原
な
ど
に
は
出
現
せ
ず
、
草
地
や
河
畔
林
で
出
現
頻
度

が
高
い
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
今
後
、
種
ご
と
に
環
境
利
用

特
性
を
明
ら
か
に
し
、
㎝
の
課
題
の
地
理
情
報
と
G
I
S

解
析
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
生
息
可
能
地
を
図
化
し
、
流
域

内
の
生
息
地
を
空
間
的
に
把
握
、
評
価
す
る
計
画
で
あ
る
。

4
.
多
面
的
な
考
察

以
上
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
て
、
筆
者
な
り
の
考
察

を
加
え
た
い
。

こ
こ
で
は
、

一
側
面
か
ら
の
考
察
で
は
な

く
、
筆
者
が
考
え
得
る
複
数
の
視
点
か
ら
の
考
察
を
行
う
。

ま
ず
筆
者
は
、
音
威
子
府
村
の
住
民
で
あ
り
、
ω
地
元

住
民
と
し
て
の
視
点
を
持

っ
て
い
る
。
ま
た
、
北
海
道
大

学
中
川
研
究
林
に
属
す
る
教
官
で
あ
る
。
②
中
川
研
究
林

ス
タ

ッ
フ
と
し
て
調
査
研
究

フ
ィ
ー
ル
ド
の
管
理
者
の
立

場
か
ら
、

フ
ィ
ー
ル
ド
を
存
続
さ
せ
有
効
に
活
用
し
運
営

す
る
と
い

っ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
管
理
の
視
点
を
持

っ
て
い
る
。

ま
た
㈹
自
然
科
学
者
と
し
て
自
然
性
の
高
い
環
境
を
保
全
、

保
護
す
る
と
い
う
視
点
、
そ
の
反
面
で
紛
大
規
模
な
環
境

改
変
を

「人
為
撹
乱
に
対
す
る
自
然
の
応
答
に
関
す
る
大

規
模
な
野
外
実
験
」
と
し
て
捉
え
る
大
胆
な
実
験
研
究
者

の
視
点
も
持

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
⑤
初
等
教
育
か
ら
高
等

教
育
、
生
涯
教
育
に
関
わ
る
環
境
教
育
者
と
し
て
の
視
点
、

㈲
実
践
的
な
地
域
環
境
問
題
に
直
面
す
る
環
境
計
画
の
研

究
者
と
し
て
の
視
点
か
ら
も
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
考
察
を
客
観
的
に
行
う
こ
と
は
非
常
に
困
難

で
慎
重
を
要
す
る
。
敢
え
て
そ
れ
を
著
す
る
こ
と
で
音
威

子
府
バ
イ
パ
ス
が
持

つ
様
々
な
側
面
を
浮
き
彫
り
に
し
た

い

と
考

え

る
。

ω

地
元
住
民
と
し
て
の
視
点

音
威
子
府
村
、
中
川
町
と
も
に
、
北
海
道
内
で
人
口
の

少
な
い
自
治
体
で
あ
る
。
特
に
音
威
子
府
村
は
道
内
で
最

も
人
口
の
少
な
い
自
治
体
で
あ
る
。
(二
〇
〇
二
年
現
在
)

両
町
村
と
も
に
、
幼
児
施
設
、
小
中
学
校
、
高
等
学
校
、

交
流
セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
診
療
所
、

ス

キ
ー
場
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
温
泉
施
設
な
ど
が
整
備
さ

れ
て
い
る
。
日
常
生
活
を
送
る
上
で
必
要
と
な
る
商
店
も

あ
る
し
、
通
信
販
売
を
利
用
し
て
宅
配
に
よ
る
購
入
も
可

能
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
少
し
ま
と
ま

っ
た
買
い
物

を
し
た
り
、
複
数
の
専
門
医
の
い
る
病
院
に
通
院
し
た
り

す
る
た
め
に
は
、
例
え
ば
五
〇
㎞
以
上
南
に
離
れ
た
名
寄

市
に
行
く
こ
と
に
な
る
。
電
車
や
バ
ス
に
よ
る
公
共
交
通

も
あ
る
が
便
数
が
限
ら
れ
る
。
緊
急
の
場
合
に
は
道
路
が

生
命
線
に
な
る
と
言

っ
て
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
わ
ず
か

で
は
あ
る
が
三年
間
暮
ら
し
て
い
る
筆
者
の
感
想
と
し
て
、

音
威
子
府
村
と
中
川
町
間
の
国
道
四
〇
号
は
、
事
実
と
し

て
蛇
行
箇
所
が
多
く
、
他
の
路
線
区
間
と
比
較
し
て
走
り

に
く
い
道
路

で
あ
る
と
感
じ
る
。
特
に
、
十

一
月
か
ら
五

月
ま
で
の
積
雪
期
間
に
お
い
て
は
、
交
通
に
対
す
る
不
安

が
高
ま
る
も
の
で
あ
る
。
名
寄
市
方
面

へ
の
ア
ク
セ
ス
向

上
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
音
威
子
府
市
街
地
は
音
威
子
府

バ
イ
パ
ス
南
端
に
あ
る
の
で
効
果
は
な
い
が
、
中
川
町
以

北
の
住
民
に
と

っ
て
は
こ
の
バ
イ
パ
ス
に
よ
る
直
接
的
な

効
果
が
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
人
口
が
少
な
く
、
大
き
な

主
幹
産
業
を
有
し
な
い
両
町
村
に
お
い
て
、
公
共
事
業
な

ど
の
財
源

へ
の
依
存
度
は
低
く
な
い
。
過
去

に
お
い
て
、

音
威
子
府
村
は
宗
谷
線
と
天
北
線
の
分
岐
点
と
し
て
国
鉄

事
業

で
栄
え
て
い
た
経
緯
が
あ
る
。
両
町
村

に
お
け
る
現

有

の
計
画
の
い
く

つ
か
は
、
音
威
子
府
バ
イ
パ
ス
の
建
設
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計
画
を
契
機
と
し
て
、
ま
た
計
画
を
前
提
と
し

て
計
画
さ

れ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

道
路
整
備

は
不
可
欠
な
課
題
で
あ
り
、
ま
た
財
政
的
な
面
か
ら
も
公

共
事
業

へ
の
期
待
も
大
き

い
と
考
え
ら
れ
る
。

公
共
事
業
に
は
、
そ
の
内
容
か
ら
大
き
く
分
け
て
三
種

類
の
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
道
路
建
設

な
ら
ば
、
ω
道
路
が
で
き
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
交
通
が
安

全

で
効
率
的
に
な
る
と
い
う
直
接
的
に
機
能
を
向
上
さ
せ

る

「機
能
面
に
お
け
る
直
接
効
果
」、
②
道
路
建
設
に
よ
っ

て
使
用
す
る
物
資
の
費
用
や
労
働
者
な
ど
の
賃
金
な
ど
直

接
的
に
経
済
を
刺
激
す
る

「経
済
面
に
お
け
る
直
接
効
果
」、

そ
し
て
⑧
道
路
建
設
の
結
果
、
流
通
が
活
性
化
し
、
既
存

の
商
品
が
収
益
を
あ
げ
た
り
、
他
の
産
業
が
活
性
化
し
た

り
、
ま
た
そ
れ
に
伴

っ
て
新
た
な
組
織
が
発
足
し
地
域
の

活
性
化
に
貢
献
す
る
な
ど
、
間
接
的
に
得
ら
れ
る

「間
接

効
果
」

で
あ
る
。
現
在
、
地
元
自
治
体
お
よ
び
住
民
が
期

待
し
て
い
る
の
は
、
機
能
面
、
経
済
面
に
お
け
る
直
接
効

果
で
あ
る
と
推
測
す
る
。
間
接
効
果
を
高
め
る
に
は
、
中

心
と
な
る
商
品
や
そ
れ
を
流
通
に
載
せ
る
た
め

の
ノ
ウ
ハ

ウ
、
ま
た
そ
う
い
っ
た
行
為
を
す
る
人
材
な
ど

の
下
地
が

必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
現
時
点
で
は
、
内
容
や
人
材
に

つ
い
て
十
分
な
議
論
が
で
き
て
い
な
い
と
言
え
る
。
音
威

子
府
バ
イ
パ
ス
事
業
に
伴

っ
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
地
域

づ
く
り
委
員
会
で
は
、
そ
の
よ
う
な
直
接
的
あ
る
い
は
間

接
的
効
果
を
得
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
議
論
さ
れ

て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
直
接
効
果
に
当
た
る
苗
木
供

給

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
議
論
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

②

教
育

・
研
究

フ
ィ
ー
ル
ド
の
管
理
者
と
し

て
の
視
点

大
学
研
究
林
は
、
森
林
科
学
に
関
す
る
教
育
、
研
究
の

目
的

で
管
理
さ
れ
て
い
る
。
原
生
保
存
林
を
含
み
、
長
期

的

に
施
業
さ
れ
て
い
る
森
林
を
管
理
し
、
そ
の
森
林
動
態

の
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
学
術
的
価
値

の
高
い
森
林
を
保
全
、
管
理
す
る
こ
と
が
フ
ィ
ー
ル
ド
管

理
者
と
し
て
の
役
割
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
所
を
そ
れ

以
外
の
目
的
で
利
用
す
る
こ
と
は
、
管
理
上
の
齪
嬬
を
生

じ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
川
研
究
林
は
、

音
威
子
府
村
の
約
三
〇
%
、
中
川
町
の
約
二
〇
%
の
土
地

を
所
有
し
て
お
り
、
地
元
と
の
協
議
の
も
と
に
そ
の
土
地

管
理
に

つ
い
て
地
元
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
取
り
込
ん
で
い
く

必
要
性
も
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
音
威
子
府
バ
イ
パ

ス
建
設
計
画
を
申
し
入
れ
ら
れ
た
当
時
の
研
究
林
は
、
バ

イ
パ
ス
計
画
を
馴
染
ま
な
い
と
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
の

協
議
や
自
治
体
か
ら
の
陳
情
の
後
に
、

「自
然
環
境
の
保

全
」
と

「地
域
振
興

へ
の
貢
献
」
を
条
件
と
し
て
、
道
路

建
設
目
的
で
の
現
地
調
査
を
認
あ
、
種
々
の
協
議
に
応
じ

て
い
る
。
「自
然
環
境
の
保
全
」
に
つ
い
て
は
、

環
境
影

響
評
価
、
中
川
研
究
林
に
お
け
る
自
然
環
境
調
査
、
そ
し

て
地
域
づ
く
り
委
員
会
に
お
い
て
扱
わ
れ

て
い
る
。
「
地

域
振
興
へ
の
貢
献
」
に

つ
い
て
は
、
地
域
づ
く
り
委
員
会

で
議
論
さ
れ
て
い
る
。

音
威
子
府
バ
イ
パ
ス
事
業
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
現
在
調

査
を
進
め
て
い
る
調
査
区
、
造
林
地
や
更
新
地
の
消
失
が

起
こ
り
う
る
。
そ
れ
ら
の
調
査
区
で
は
過
去
数
十
年
に
わ

た
る
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
調
査
区

の
消
失
は
、
過
去
に
多
大
な
労
力
を
か
け
て
取
ら
れ
た
貴

重
な
デ
ー
タ
の
消
失
と
言
え
る
。
で
き
れ
ば
、
調
査
区
の

消
失
を
避
け
、
逆
に
そ
の
調
査
区
で
バ
イ
パ
ス
建
設
の
影

響
を
含
め
た
調
査
デ
ー
タ
を
継
続
し
て
取
得
し
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
調
査
区
に
ア
ク
セ
ス

す
る
た
め
に
は
林
道
が
必
要
で
あ
る
。
中
川
研
究
林
の
場

合
、
総
延
長
四
〇
〇
㎞
を
越
え
る
林
道
網
が
存
在
し
維
持

さ
れ
て
い
る
。

フ
ィ
ー
ル
ド
管
理
お
よ
び
調
査
の
継
続
の

点

か
ら

、

林

道

の
消

失

、

て
挙

げ

ら

れ

る
。

分
断
も
避
け
る
べ
き
事
項
と
し
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⑧

環
境
保
全

・
自
然
保
護
を
求
め
る
自
然
科
学
者
と
し

て
の
視
点

北
海
道
の
森
林
で
は
、
自
然
公
園
を
除
き
、
特
に
国
有

林
で
は
戦
前
戦
後
に
大
規
模
な
伐
採
が
行
わ
れ
て
き
た
。

そ
の
た
め
、
原
生
自
然
を
残
し
た
蓄
積
の
大
き
な
森
林
が

面
的
に
広
く
存
在
す
る
地
域
は
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

一

つ
が
中
川
研
究
林
で
あ
る
と
言
え
る
。
ア
カ
エ
ゾ

マ
ッ
林
、

針
広
混
交
林
の
原
生
林
が
成
立
し
、
そ
の
中
に
は
樹
齢
三

〇
〇
年
を
越
え
る
大
径
木
も
生
育
し
て
い
る
。
南
北
に
蛇

紋
岩
が
分
布
す
る
特
殊
な
地
質
条
件
か
ら
、
テ
シ
オ
コ
ザ

ク
ラ
な
ど
の
蛇
紋
岩
地
特
有
の
植
物
も
生
育
す
る
。
さ
ら

に
、
前
述
の
通
り
中
川
研
究
林
全
域
約

一
九
、
○
○
○
㎞

が
鳥
獣
保
護
区
で
あ
り
、
野
生
鳥
獣
は
非
常
に
豊
富
で
あ

る
。
例
え
ば
、
周
辺
地
域
と
比
較
し
て
、
ヒ
グ

マ
や
エ
ゾ

シ
カ
の
個
体
数
が
多
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
し
、
海
岸
性

の
オ
オ
ワ
シ
や
オ
ジ

ロ
ワ
シ
が
天
塩
川
を
遡
り
、
天
塩
川

中
流
域
の
支
流
で
採
餌
し
て
い
る
状
況
が
挙
げ
ら
れ
る
。

オ
ジ
ロ
ワ
シ
に
つ
い
て
は
、

一
時
的
な
採
餌
に
訪
れ
る
の

で
は
な
く
、
営
巣
地
を
設
け
年
間
通
し
て
複
数
の
つ
が
い

が
生
息
し
て
い
る
。
同
じ
く
海
岸
性

の
ミ
サ
ゴ
や
森
林
性

の
ク
マ
タ
カ
の
営
巣
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ク
マ
ゲ
ラ
の

姿
も
比
較
的
頻
繁
に
確
認
さ
れ
て
い
る
。
原
生
林
、
特
徴

的
な
蛇
紋
岩
地
、
大
型
哺
乳
類
や
猛
禽
類
な
ど
に
よ

っ
て

特
徴
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
川
研
究
林
の
自
然
は
非
常

に
自
然
性
が
た
か
く
、
貴
重
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

音
威
子
府
バ
イ
パ
ス
の
計
画
路
線
は
、
ト
ン
ネ
ル
構
造

を
含
め
て
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
広
大
な
森
林
地
域

で
あ
る
中
川
研
究
林
を
四
対

一
の
比
率
で
横
断
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
ト
ン
ネ
ル
構
造
部
の
地
上

一
㎞
内
外
の
場
所



に
オ
ジ

ロ
ワ
シ
の
営
巣
木
や
採
餌
場
所
が
近
接

す
る
。
陸

上
走
行
部
に
お
い
て
は
、
森
林
と
草
地
の
間
を
走
行
す
る

路
線
と
天
塩
川
支
流
の
河
川
を
縦
断
す
る
路
線

が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
況
か
ら
考
え
て
、
当
地

に
お
け
る
自
然
環

境
の
改
変
は
避
け
る
べ
き
行
為

で
あ
る
と
考
え
る
の
は
無

理
の
な
い
帰
結
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
現
在

の
筆
者
は
、
中
川
研
究
林
の
情
報
の
み
し
か
持
ち
合
わ
せ

て
お
ら
ず
、
他
地
域
と
の
比
較
の
上

で
当
地

を
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
北
海
道
、
あ
る
い
は
道
北

地
域
と
い
う
広
域
に
対
す
る
当
地
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か

に
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
中
川
研

究
林
の
特
徴
が
よ
り
明
確
に
示
せ
る
も
の
と
考

え
る
。

紛

大
規
模
野
外
実
験
を
期
待
す
る
研
究
者

と
し
て
の
視

点音
威
子
府
バ
イ
パ
ス
事
業
は
、
す

で
に
事
業
化
さ
れ
、

環
境
影
響
評
価
手
続
き
が
終
了
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
対

象
地
域
の
大
部
分
は
大
学
研
究
林

で
あ
り
、

元
来
森
林
科

学
の
調
査
研
究
に
利
用
さ
れ
る
べ
き
場
所
で
あ
る
。
ま
た
、

人
為
撹
乱
が
制
限
さ
れ
自
然
性
の
高

い
環
境

で
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
加
え
ら
れ
る
環
境
改
変
行
為
を
捉

え
や
す
い

場
所
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
音

威
子
府

バ
イ
パ
ス
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

こ
れ
を

「
大
規
模
な
人
為
撹
乱
が
自
然
環
境

に
与
え
る
影

響
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
自
然
環
境
か
ら
の
応
答
を
捉
え

る
た
め
の
大
規
模
な
野
外
実
験
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ

の
目
的

に
沿

っ
た
研
究
課
題
お
よ
び
調
査
サ
イ
ト
を
設
定

し
、
今
後
の
人
間
活
動
を
考
え
る
た
め
の
知
見
を
得
る
と

い
う
発
想
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
大
規

模
な
環
境
改
変

で
あ
る
だ
け
に
、
実
験
の
終
了
ま
で
に
は

長

い
時
間
が
必
要

で
長
期
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行

っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

こ
の
考
え
方
は
、
中
川
研
究
林
に
お

け
る
自
然
環
境
調
査
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

二
〇
⊥

二
〇
年
と
い
う
長
期
に
わ
た
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
を
実
行
す
る
た
め
に
は
、
次
の
三

つ
の
項
目
に
留
意

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
目
は
、
自
然
環

境
調
査
全
体
に
お
け
る
計
画
性
と

一
貫
性
で
あ
る
。
道
路

建
設
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
影
響
が
現
れ
る
の
か
仮
説
や

シ
ナ
リ
オ
を
想
定
し
て
、
目
的
を
絞
り
込
む
と
同
時
に
、

そ
れ
を
満
た
す
た
め
の
複
数

の
調
査
を
実
行
す
る
必
要
が

あ
る
。
二
つ
目
は
、
長
期
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
行
す
る
た

あ
の
、
ま
た
多
面
的
な
環
境
評
価
を
行
う
た
め
の
人
材
の

確
保
と
調
査
体
制
の
構
築

で
あ
る
。
三

つ
目
は
調
査
資
金

の
継
続
性
で
あ
る
。

中
川
研
究
林
に
お
け
る
自
然
環
境
調
査
で
は
、
こ
れ
ら

の
点
に
つ
い
て
改
善
を
図

っ
て
い
く
余
地
が
あ
る
。
計
画

路
線
の
線
形
や
道
路
構
造

の
詳
細
が
確
定
し
て
い
な
い
段

階
か
ら
原
状
の
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
調
査

が
開
始
さ
れ
て
い
る
た
め
、
長
期

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
た
め

の
目
的
の
絞
り
込
み
、
最
適
な
調
査
地
の
設
置
が
十
分
に

で
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
現
在
進
め
ら
れ
て
い

る
個
々
の
課
題
は
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
者
の
興
味
で
進
め
ら

れ
、
複
数
の
課
題
が
相
互
に
統
合

で
き
る
よ
う
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
さ
ら
に
、
必
ず
し
も
道
路

建
設
の
影
響
を
捉
え
よ
う
と
す
る
課
題
ば
か
り
で
も
な
い
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
バ
イ
パ
ス
計
画
の
詳
細
が
明
確
に

な
る
に
し
た
が

っ
て
、
調
査
課
題
の
整
理
お
よ
び
連
携
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
で

き
る
。
ま
た
調
査
目
的
や
調
査
方
法

の
見
直
し
、
再
調
査

を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
も
出

て
く
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
調
査
開
始
時
に
意
図
し
た
目
的
や
調
査
方
法
を

記
述
し
、
継
続
調
査
に
引
き
継
が
れ
る
よ
う
記
録
を
残
し

て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
調
査
体
制
に
つ
い
て
は
、

現
在
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
調
査
課
題
の
多
く
が
中
川

研
究
林

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
課
題

は
研
究
林
の
業
務
と
し
て
の
調
査
課
題
に
な

っ
て
い
る
。

こ
の
体
制
が
維
持
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
課
題
は
継
続
し

て
実
行
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
調
査
課
題

に
関
す

る
専
門
家
が
不
在
の
場
合
は
、
適
切
な
研
究
者
と
の
共
同

研
究
を
求
め
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

一
方
、
中
川
研
究

林
の
ス
タ
ッ
フ
以
外
に
よ
る
研
究
課
題
に
つ
い
て
は
、
そ

の
研
究
者
が
異
動
し
た
場
合
、
あ
る
い
は
学
生
に
よ
る
研

究
で
あ

っ
た
場
合
は
そ
の
学
生
が
卒
業
あ
る
い
は
就
職
し

た
場
合
に
、
突
然
終
了
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
継

続
調
査
が
保
証
さ
れ
な
い
課
題
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
ニ
ー

三
年
の
期
間
を
目
処
に
し
て
ま
と
め
る
よ
う
に
す
る
必
要

が
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
場
合
も
、
調
査
地
、
調
査
目
的
と

方
法
を
記
録
し
て
お
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
後
に
同
様
の
調

査
を
再
現
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
調
査
資
金
に

つ
い

て
、
当
初
は
研
究
奨
励
金

(委
任
経
理
金
)
を
利
用
し
て

行
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
資
金
源
を
得
ら
れ
て
い
な
い
。

今
後
お
よ
び
将
来
的

に
は
、
自
然
環
境
調
査
に
関
係
す
る

研
究
者
が
研
究
助
成
な
ど
に
応
募
し
て
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

研
究
を
発
起
し
た
り
、
あ
る
い
は
個
別
に
資
金
を
得
た
り

し
な
が
ら
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

㈲

環
境
教
育
者
と
し
て
の
視
点

近
年
の
環
境
白
書

(
環
境
庁

一
九
九
八
)
で
は
、
国
土

環
境
に
お
け
る
自
然
的
要
素
と
人
間
的
要
素
の
乖
離
、
ま

た
今
ま
で
の
経
済
や
利
便
性
優
先
の
国
土
開
発
に
お
け
る

環
境
保
全
的
視
点
の
欠
如
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
の
環
境
教
育
で
は
、
地
球
環
境
問
題
の
み
で
な
く
、
地

域
の
自
然
環
境
の
利
用
を
含
め
た
環
境
保
全
の
問
題
を
扱
っ

て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
こ
の
道

北
地
域
に
お
け
る
音
威
子
府

バ
イ
パ
ス
事
業
は
、
現
段
階

で
の
取
り
組
み
や
議
論
、
疑
問
点
を
含
め
て
、

一
つ
の
ケ
ー
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ス
と
し
て
教
材
に
な
り
う
る
と
考
え
て
い
る
。
筆
者
は
大

学
の
講
義
に
お
い
て
、
学
生
に
エ
コ
シ
ス
テ
ム

・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
考
え
さ
せ
る
教
材
と
し
て
、

こ
の
話
題
を
紹
介

し
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う

エ
コ
シ
ス
テ
ム

・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
と
は
、
自
然
環
境
や
生
態
系

の
管
理
だ
け

で
な
く
、
人

間
社
会
を
も
含
め
た
総
合
的
な
資
源
管
理
の
理
念
の
こ
と

で
あ
る
。
例
え
ば
、
そ
の
地
域
の
自
然
環
境

の
現
状
や
既

知
の
生
態
学
的
な
知
見
を
専
門
家
が
知
る
だ
け
で
な
く
、

そ
の
知
識
を
住
民
レ
ベ
ル
で
も
認
識
で
き
る
よ
う
に
情
報

公
開
あ
る
い
は
勉
強
会
を
行
う
。
そ
れ
に
よ

っ
て
、
住
民

の
認
識

に
働
き
か
け
、
森
林

の
利
用
、
河
川

へ
の
汚
水
排

出
の
減
少
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
な
ど
、
住
民

一
人

一
人
の
努

力
を
促
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
地
域
の
自
然
資
源
を
維
持
、

管
理
す
る
よ
う
な
こ
と
で
あ
る

(柿
澤

二
〇
〇
〇
)。

札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
る
講
義
だ
け
で
な
く
現
地
ス

ク
ー
リ
ン
グ
も
実
施
し
、
本
稿
に
記
し
た
よ
う
な
事
業
計

画
の
現
状
、
研
究
林
の
対
応
、
複
数
の
視
点
を
紹
介
し
て
、

社
会
的

に
、
自
然
科
学
的
に
、
そ
し
て
政
策
的
に
ど
の
よ

う
な
問
題
が
あ
る
の
か
、
ま
た
そ
れ
が
大
学

に
お
け
る
ど

の
よ
う
な
研
究
課
題
と
な
り
う
る
の
か
学
生
と
と
も
に
考

え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
教
育
を
通
し
て
得

た
知
識
や
経

験
、
ア
イ
デ
ア
が
、
環
境
保
全
を
考
え
実
践
す
る
能
力
の

あ
る
人
材
育
成
に
つ
な
が
る
と
確
信
し
て
い
る
。

㈲

環
境
計
画
の
研
究
者
と
し
て
の
視
点

広
い
意
味

で
の
環
境
計
画
は
、
人
間
が
自
身
の
た
め
に

自
然
環
境
上

に
繰
り
広
げ
る
さ
ま
ざ
ま
な
行
為
を
、
自
然

環
境
と
調
和
さ
せ
、
釣
り
合
い
を
と
ろ
う
と
す
る
試
み
で

あ
り
、
そ
の
対
象
は
自
然
、
経
済
、
社
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま

で
、
複
数
の
計
画
に
よ
っ
て
相
補
的
に
機
能
す
る
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
環
境
計
画
に
お
け
る
計
画
主
体
は
地
元
の

住
民
で
あ
り
、
自
治
体
な
ど
の
行
政
組
織
が
計
画
の
執
行

を
行
い
、
研
究
者
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
な
ど
の
専
門

家
が
そ
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
音
威
子
府
バ

イ
パ
ス
は
、
発
案
当
初
の
協
議
段
階
、
環
境
影
響
評
価
手

続
き
、
地
域
づ
く
り
委
員
会
、
中
川
研
究
林
に
お
け
る
自

然
環
境
調
査
な
ど
の
取
り
組
み
の
中

で
、
「
自
然
環
境

の

保
全
」
と

「地
域
振
興
へ
の
貢
献
」
を
目
指
し
て
お
り
、

適
切
な
議
論
の
機
会
が
得
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
筆
者
の
目
か
ら
見
て
残
念
な
の
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
で
行
わ
れ
て
い
る
情
報
が
十
分
に
公

開
さ
れ
、
幅
広
い
議
論
の
材
料
と
な
り
得
て
い
な
い
こ
と

で
あ
る
。
環
境
影
響
評
価
手
続
き
で
は
準
備
書
は
公
告
縦

覧
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
の
追
加
調
査
の
成
果
や
進
捗

状
況
等
は
公
表
さ
れ
議
論
さ
れ
る
機
会
が
な
か

っ
た
と
認

識
し
て
い
る
。
地
域
づ
く
り
委
員
会
は
、
住
民
参
加
の
も

と
で
の
議
論
を
行
う
パ
ブ
リ
ッ
ク

・
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト

の
事
例
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
参
加
し

て
い
る
住
民
は
少
数

で
あ
り
、
十
分
に
住
民
意
見
が
反
映

さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
点
で
疑
問
が
残
る
。
ま
た
地
域
づ

く
り
委
員
会

で
の
検
討
内
容
を
公
表
す
る
機
会
が
極
め
て

少
な
い
こ
と
も
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
自
然
環
境
調
査

の
成
果
は
報
告
書
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
デ
ー
タ

の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
り
、
関
係
者
、

関
係
機
関
の
み
に
配
布
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
デ
ー
タ
に
基

づ
い
た
関
係
者
間

で
の
議
論
、
あ
る
い
は

一
般
者

へ
の
成

果
の
公
表
が
十
分
に
で
き
て
い
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

理
想
的

に
は
、
関
連
す
る
様
々
な
取
り
組
み
の
成
果
を
公

表
し
、
よ
り
幅
広
く
議
論
を
行
い
、
多
様
な
意
見
の
も
と

に
事
業
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
民
間
の
土

地
所
有
者
に
お
け
る
利
害
関
係
、
人
間
関
係
な
ど
の
問
題

か
ら
困
難
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

環
境
影
響
評
価
手
続
き
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
音
威
子

府
バ
イ
パ
ス
の
環
境
影
響
評
価
に
係
る
時
間
は
す
で
に
六

年
を
数
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
計
画
主
体
で
あ
り
道
路
建

設
を
望
ん
で
い
る
で
あ
ろ
う
住
民
に
と

っ
て
は
非
常
に
長

い
時
間
だ
と
思
わ
れ
る
。
要
綱
ア
セ
ス
で
開
始
さ
れ
、
法

ア
セ
ス
へ
の
移
行
前
に
準
備
書
が
提
出
さ
れ
た
乗
換
案
件

と
な

っ
た
た
め
に
、
追
加
調
査
の
段
階
で
再
調
査
、
機
関

調
整
が
必
要
と
な
り
、
予
定
以
上
の
時
間
が
か
か

っ
て
い

る
。
し
か
し
、
筆
者
に
は
、
事
業
の
進
捗
を
遅
ら
せ
て
い

る
原
因
と
し
て
、
ル
ー
ト
選
定
の
問
題
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
て
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
自
然
性
の
高

い
大
学
研
究
林
に
お
い
て
、
そ
の
中
で
も
特
に
野
生
生
物

の
豊
富
な
地
域
を
通
過
す
る
ル
ー
ト
を
選
定
し
た
た
め
に
、

大
型
動
物
等

の
移
動
経
路
な
ど
生
息
地
の
保
全
や
猛
禽
類

の
営
巣
環
境
の
保
全
な
ど
困
難
な
調
査
課
題
が
課
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
時
間
が
か
か

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
環
境
調
査
に
お
い
て
困
難
な
課
題

を
抱
え
る
と
、
調
査
期
間
が
長
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
調

査
項
目
も
増
え
て
調
査
費
用
が
増
幅
す
る
と
と
も
に
、
結

果
的

に
事
業
進
捗
が
遅
れ
公
共

へ
の
利
益
還
元
ま
で
の
時

間
が
延
び
て
し
ま
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
前
述
し
て
い

る
よ
う
に
、
音
威
子
府
バ
イ
パ
ス
の
場
合
、
路
線
ル
ー
ト

の
選
定

の
際
に
複
数
ル
ー
ト
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
視
点
か
ら
評
価
が
な
さ
れ
た
の
か
、
事
業
完

成
ま
で
の
時
間
的
問
題
も
含
め
て
結
果
的
に
住
民
が
望
む

最
適
な
ル
ー
ト
を
選
定
し
た
こ
と
に
な

っ
て
い
る
の
か
と

い
う
点
に
疑
問
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。
音
威
子
府
バ
イ
パ

ス
の
ル
ー
ト
選
定
に
関
し
て
、

い
く

つ
か
の
ル
ー
ト
に
お

け
る
調
査
報
告
書
を
閲
覧
し
た
こ
と
が
あ
る
。
調
査
は

一

ヶ
月
程
度
の
短
期
間
に
行
わ
れ
、
既
存
の
文
献
資
料
が
多

く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
個
別
ル
ー
ト
に
関
す
る
報
告
は
あ

る
も
の
の
、
複
数
ル
ー
ト
を
ま
と
め
て
評
価
し
た
報
告
書

の
存
在
は
不
明
で
あ
り

(筆
者
が
見
て
い
な
い
だ
け
の
可

能
性
が
あ
る
)
、
ど
の
よ
う
な
意
志
決
定
の
も
と
で
現
在
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の
計
画
路
線
が
選
定
さ
れ
た
の
か
は
明
ら
か

で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
現
在
の
日
本
で
は
施
行
さ
れ

て
い
な
い
戦
略
的
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
必
要
性
を
筆
者

は
強
く
主
張
し
た
い
。
音
威
子
府
バ
イ
パ
ス
を
含
め
、
現

在
の
日
本
に
お
け
る
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
、
す
で
に
事

業
化
さ
れ
た
案
件
に
対
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
あ
る
。
そ

の
場
合
、
す
で
に
事
業
内
容
や
計
画
地
が
選
定
さ
れ
て
お

り
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
お
い
て
は
、
そ
の
事
業
が
環
境
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
を
評
価
し
、

そ
の
影
響
を

最
小
限
に
止
め
る
対
策
を
求
め
る
の
が
精

一
杯
で
あ
る
。

事
業
内
容
や
計
画
地
の
大
幅
な
変
更
や
改
善
を
求
め
る
に

は
限
界
が
あ
る
。

一
方
、
戦
略
的
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
、

事
業
化
よ
り
も
早
い
段
階
に
あ
る
政
策
、
計
画
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
対
象
と
し
て
実
施
さ
れ
る
環
境
ア
セ

ス
メ
ン
ト
で

あ
り
、
環
境
面
か
ら
の
評
価
に
重
点
を
置
き
、
必
要
で
あ

れ
ば
公
衆
や
環
境
部
局
と
の
協
議
を
行
う
と
い

っ
た
手
続

き
を
定
め
た
も
の
で
あ
る

(環
境

ア
セ
ス
メ

ン
ト
研
究
会

二
〇
〇
〇
)
。
早
い
段
階
で
の
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
あ

る
の
で
、
事
業
の
必
要
性
、
広
範
な
環
境
保
全
対
策
、
事

業
計
画
地
の
選
定
な
ど
に
つ
い
て
幅
広
く
検
討
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
、
ま
た
必
要
で
あ
れ
ば
関
連

す
る
他
の
計

画
や
下
位
計
画

へ
の
連
携
、
逆
に
他
の
計
画

に
制
限
を
与

え
る
よ
う
な
制
度
づ
く
り
も
含
ま
れ
て
い
る
。
戦
略
的
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
、
全
体
の
枠
組
み
と
の
調
整
を
行
い
、

必
要
な
環
境
保
全
措
置
を
可
能
に
し
、
ま
た
公
衆
や
環
境

部
局
と
連
携
し
て
進
め
る
こ
と
か
ら
、
結
果
的
に
必
要
な

計
画
を
早
急
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。
よ
り
高
度
な
水
準
で
の
適
切
な
環
境
保
全
、

自
然
保
護
を
行
う
た
め
に
は
戦
略
的
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

が
不
可
欠
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
実

施
の
た
あ
に
は
多
く
の
科
学
技
術
的
課
題
、
政
策
的
課
題

が
あ
り
、
現
在
そ
れ
ら
に
関
す
る
検
討
会
が
環
境
省
を
中

心
に
進
め
ら
れ
て
い
る
段
階

で
あ
る
。
国
内
の
自
治
体
で

は
、
東
京
都
、
三
重
県
、
川
崎
市
、
神
戸
市
、
千
葉
市
、

京
都
市
が
戦
略
的
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
関
連
す
る
先
進

的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

五
,
お

わ

り

に

音
威
子
府
バ
イ
パ
ス
事
業

の
現
状
と
そ
の
進
捗
、
事
業

計
画
地
の
多
く
を
占
め
る
北
海
道
大
学
中
川
研
究
林
、
事

業
に
伴

っ
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
環
境
影
響
評
価
や
地
域

づ
く
り
委
員
会
、
中
川
研
究
林
に
お
け
る
自
然
環
境
調
査

な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
、
筆
者

の
も

つ
複
数
の
視
点
か
ら

考
察
を
示
し
て
き
た
。
筆
者
は
個
人
的
に
、
音
威
子
府
バ

イ
パ
ス
事
業

に
対
し
て
反
対
す
る
立
場

に
は
な
く
、
受
け

入
れ
る
考
え
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
筆
者
自
身
が

「
必
要
な

事
業
で
あ
れ
ば
、
早
い
段
階
か
ら
適
切
か

つ
必
要
十
分
な

議
論
と
調
査
を
公
然
と
行
い
、
慎
重
な
検
討

の
上

で
事
業

実
施
が
可
能
だ
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
早
期

に
実
現
す
べ
き

だ
」
と
い
う
考
え
を
持

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
音
威
子

府
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
は
、
手
続
き
と
し
て
、
住
民
の
要

求
に
基
づ
い
た
事
業
で
あ
り
、
様
々
な
協
議
の
上
で
、
事

業
が
進
め
ら
れ
、
地
元
と
の
協
議
会

(地
域
づ
く
り
委
員

会
)
、
環
境
影
響
評
価
手
続
き
、
専
門
家
に
よ
る
自
然
環

境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

(中
川
研
究
林
に
お
け
る
自
然
環
境
調

査
)
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
受
け
入
れ
ざ
る

を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
詳
細
に

は
前
述
の
通
り
、
い
く
ら
か
の
疑
問
点
が
残
り
、
手
順
と

し
て
は
妥
当
で
あ
る
が
そ
の
内
容
が
必
要
十
分
で
あ
る
か

ど
う
か
は
判
断
で
き
て
い
な
い
。
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、

立
ち
返

っ
て
、
そ
れ
ら
の
問
題
を
確
認
す
べ
き
だ
と
考
え

る
。音

威
子
府
バ
イ
パ
ス
は
事
業
化
さ
れ
て
か
ら
す
で
に
十

年
の
歳
月
が
経
過
し
て
い
る
。
こ
の
十
年
の
間
に
環
境
意

識
、
経
済
事
情
な
ど
が
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
。
現

在
進
あ
ら
れ
て
い
る
音
威
子
府
バ
イ
パ
ス
事
業
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
の
見
直
し
の
必
要
が
出
て
き
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
。
例
え
ば
、
そ
の
よ
う
な

見
直
し
を
す
る
場
合
に
、
よ
り
適
正
な
議
論
を
行
う
た
め

の
プ

ロ
セ
ス
と
し
て
理
想
的
な

一
例
を
示
す
。
音
威
子
府

バ
イ
パ
ス
の
…機
能
的
な
直
接
効
果
、
経
済
的
な
直
接
効
果
、

お
よ
び
間
接
効
果
と
し
て
ど
の
程
度
の
効
果
が
期
待
で
き

る
の
か
、
現
時
点
に
お
け
る
客
観
的
な
分
析
を
行
う
。
ま

た
、
事
業

コ
ス
ト
、
自
治
体
財
政
、
失
わ
れ
る
自
然
環
境

へ
の
影
響
に
つ
い
て
も
分
析
す
る
。
住
民
に
対
し
て
そ
れ

ら
の
分
析
結
果
を
平
易
な
表
現

で
解
説
し
、
住
民
意
見
を

広
く
聴
取
す
る
。
そ
の
上
で
、
地
域
主
体
で
あ
る
住
民
、

自
治
体
、
事
業
主
、
地
権
者
の
問
で
事
業
の
是
非
お
よ
び

事
業
遂
行
に
お
け
る
留
意
点
に
つ
い
て
、
長
期
的
な
地
方

自
治
や
公
共
事
業
と
し
て
の
役
割
を
考
慮
し
た
多
角
的
な

議
論
を
行
い
、
各
者
の
合
意
の
上
で
計
画
を
立
案
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
円
滑
に
行
う

た
め
に
は
、
次

の
よ
う
な
要
件
を
満
た
せ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
専
門
家
や
有
力
者
で
あ

っ
て
も

一
部
の
人
の
意
志

に
支
配
さ
れ
ず
、
よ
り
正
し
い
決
定
を
導
く
た
め
に
、
こ

れ
ら
の
プ

ロ
セ
ス
や
議
論
を
公
開
の
場
で
行
う
。
ま
た
そ

の
よ
う
な
場

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
理
解
し
中
立
の

立
場
か
ら
議
論
の
交
通
整
理
を
行
う
能
力
の
あ
る
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
必
要
で
あ
る
。
専
門
的
な
資
料
を

一
般
人
が

よ
り
良
く
理
解
す
る
た
め
に
、
資
料
を
よ
り
平
易
に
説
明

す
る
能
力
の
あ
る
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー

(翻
訳
者
)
も
必

要
で
あ
る
。
同
時
に
理
解
す
る
側
の
住
民
な
ど
も
、
生
涯

教
育
な
ど
の
機
会
を
得
て
、
自
然
環
境
や
社
会
情
勢
に
関

す
る
基
礎
知
識
を
蓄
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

本
稿
に
お
い
て
、
筆
者
の
も
つ
複
数
の
視
点
か
ら
の
考

え
を
示
し
て
き
た
が
、
こ
こ
に
示
し
た
考
察
が
す
べ
て
で
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は
な
い
。
同
じ
視
点
で
あ

っ
て
も
異
な
る
考
え
が
あ
る
で

あ
ろ
う
。
さ
ら
に
別
の
視
点
も
あ
ろ
う
。
公
共
事
業
な
ど

は
、
公
の
利
益
と
福
祉
の
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
場
合
多
様
な
視
点
か
ら
の
要
求
を
満
た
す

こ
と
が
求

め
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
す
べ
て
の
要
求
を
満
た

す
こ
と
は
多
く
の
場
合
不
可
能
で
あ
り
、
複
数

の
要
求
に

対
し
て
何
ら
か
の
重
み
付
け
が
な
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。
ま

た
、
そ
の
時

の
最
善

の
判
断
と
い
う
の
は
唯

一
に
存
在
す

る
も
の
で
も
な
い
。
多
様
な
人
間
意
識
、
変
化
す
る
社
会

状
況
、
多
様
な
自
然
環
境
を
対
象
と
し
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
、
そ
の
す

べ
て
を
網
羅
的
に
捉
え
、
総
合
的
な
判
断

を
下
す
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
判
断
の
際
に
は
、
ど
の
よ
う
な
資
料
に
基
づ

い
て
、
な

ぜ
そ
の
よ
う
な
判
断
を
し
た
の
か
、
そ
う
い

っ
た
基
礎
資

料
と
判
断
基
準
を
明
確
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ

う
す
れ
ば
、
判
断
の
根
拠
が
よ
り
理
解
さ
れ
や
す
く
な
る
。

さ
ら
に
、
資
料
と
基
準
が
明
確
で
あ
れ
ば
、
決
断
時
点
の

意
志
を
継
続
し
や
す
く
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
結
果
的

に
予
想
に
反
す
る
状
況
に
な
り
事
後
対
応
す
る
際
に
は
、

資
料
を
基
に
し
て
何
を
改
善
す
れ
ば
良
い
か
、
分
析
的
に

考
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
資
料
と
基
準
が
明
示
さ
れ

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の
事
例
は
当
地
の
み
の
も
の
で
な

く
、
他
の
地
域
に
お
け
る
取
り
組
み
の
参
考
資
料
と
し
て

有
効
な
も
の
と
な
ろ
う
。
特
に
公
共
事
業
に
際

し
て
は
、

基
礎
資
料
と
判
断
基
準
の
作
成
、
そ
の
説
明
が
必
要

で
あ

る
と
考
え
る
。

以
上
、
筆
者
の
視
点
か
ら
、
現
在
道
北
地
域

で
進
め
ら

れ
て
い
る

「音
威
子
府
バ
イ
パ
ス
」
事
業

の
概
要
と
そ
れ

に
関
す
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
、
筆
者

の
考
え
を
述

べ
て

き
た
。
筆
者
は
環
境
計
画
を
専
門
と
し
て
い
る
の
で
、
そ

の
視
点
か
ら
比
較
的
中
立
的
な
意
見
を
示
し
た

つ
も
り
で

あ
る
。
多
角
的
で
中
立
的
な
表
現

で
あ
る
た
め
、
ま
と
ま

り
が
悪
く
、
分
か
り
に
く
い
本
稿
を
最
後
ま
で
読
ん
で
い

た
だ
い
た
読
者
の
方
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
環
境
保
全
、

自
然
保
護
の
視
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
た
の
か
興

味
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
稿
に
対
す
る
ご
意
見
、
ご

批
判
を
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
筆
者
個
人
宛
に
お
送
り
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
中
川
研
究
林
に
お
け
る
自
然
環
境
調
査

へ

の
ご
意
見
、
ご
提
案
、
さ
ら
に
ご
参
画
い
た
だ
け
る
方
も

歓
迎
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
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